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「勝瑞」は，阿波三好軍団の発進基地！
（マンガ勝瑞ものがたり）
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戦国のロマンに思いをはせながら，発掘現場をたずねてみて下さい。

藍住町教育委員会 社会教育課 勝瑞城館跡発掘現場事務所

TEL・FAX(088)641-3466 URL:http://www15.ocn.ne.jp/~shouzui/

淡 路

阿 波

讃 岐

すンごい数

また戦いやなあ

かなわんなあ

アレは阿波の援軍じゃ


